
5 人

平成２６年度

平成２７年度

　・　道内においてグロリオサ及びスイセンの誤食による食中毒が発生した場合、毒成分の速やかな同定が可能と
　　なり、食中毒の原因究明や医療機関における患者に対する適切な治療に役立つ。

グロリオサの毒成分を分析する条件を検討
し、調理品中の毒成分を分析する。

スイセンの毒成分を分析する条件を検討
し、調理品中の毒成分を分析する。

スイセンの毒成分であるリコリンのHPLC及び
LC/MS/MSによる分析法を確立し、調理品にも毒
成分が残存することを明らかにした。

グロリオサの毒成分であるコルヒチンのHPLCに
よる分析法を確立し、調理品にも毒成分が残存
することを明らかにした。

○ 成果の活用策（活用の可能性）

　・　今回開発した毒成分分析法はグロリオサ球根及びスイセン葉の調理品（油炒め・茹で等）においても適用可
　　能であり、調理品の毒成分分析結果から、調理後においても、食中毒発生の危険性が残ることが示唆された。
　・　イヌサフラン（葉）からDNA抽出を行い、植物に特異的なITS領域をPCRで増幅・単離することに成功した。
　・　学会発表：第51回全国衛生化学技術協議会年会（2014年大分)、第66回北海道公衆衛生学会（2014年札
　　幌）、日本薬学会第136年会（2016年横浜）
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２５０２
  食中毒の原因となる有毒植物の化学的鑑定法について
　　　－有毒園芸植物を中心に－

平成２８年度　一般試験研究　事後評価調書

  園芸植物の中から、誤食により重篤な中毒を引き起こす危険性のある植物を対象に、簡便な試験法
を確立し、食中毒の原因究明及び適切な治療等に資することを目的とする。

 ・  道外では死亡例があり、道内でも売られているグロリオサ(ユリ科)と、本道での食中毒事例
　　の多いスイセン(ヒガンバナ科)を対象に、有毒成分を検出する簡便な試験法を確立する。
 ・　当所薬用植物園植栽の有毒植物の遺伝子判別法の可能性について予備的検討を行う。

課　題
担当者

関係施策
行政検査

研究目的

研究内容

研究期間 平成２６～２７年度

○ 研究ニーズ（背景、必要性、緊急性）

  北海道食品衛生監視指導計画

　・　近年、有毒植物の誤食による食中毒が全国的に増加しており、道内でも誤食事故が発生し死者も出ている。
  　事故発生時には原因植物の鑑定が必要になることから、化学的鑑定法の確立が強く望まれている。
　・　この背景を踏まえ、より身近にあって誤食により重篤な中毒を引き起こす危険性のある園芸植物を対象に、
　　毒成分の分析法を確立し、有毒植物及び食中毒の原因食品としての調理品の毒成分を速やかに特定する
　　ことで、原因の究明及び適切な治療等に寄与できると考える。

道が取り組む必要性○

○ 研究の成果

年 次 等

　・　本研究は有毒植物による食中毒の原因究明に必要な科学的鑑定法を確立しようとするもので、食中毒対策
　　として道が取り組むべき調査研究である。

達 成 状 況主 な 目 標 （項 目）

評価結果 説　　　明

自己評価 Ａ・Ｂ・Ｃ

外部評価 Ａ・Ｂ・Ｃ

　誤食による食中毒事例のあるグロリオサ及びスイセンについて、調理品にも適用できる
毒成分分析法を確立し、有毒植物による食中毒発生時の原因究明等に活用できる。

同 上

総合評価 Ａ・Ｂ・Ｃ

　誤食による食中毒事例のあるグロリオサ及びスイセンについて、調理品にも適用できる
毒成分分析法を確立したほか、道内での発生事例のあるイヌサフランの遺伝子解析の検討
をするなど、有毒植物による食中毒調査の原因究明等の活用が期待され一定の研究成果が
得られている。


